
226

要

目 的 :塩酸カルテオロール点眼の人眼の眼循環動態
に及ぼす影響を検討する。

対象と方法 :正 常人 10名 を対象に,超音波カラー
ドップラ法および走査型レーザードップラフローメータ

を用いて検討した。対照実験として両眼に基剤を 30 μl

ずつを1日 2回 7日 間点眼し,点眼開始前,初回点眼 2
時間後,お よび連続点眼 7日 間後の網膜中心動脈,短後

毛様動脈および眼動脈の血流速度,乳頭周囲網膜組織血

流量,眼圧,および脈拍を測定した。点眼実験として無作

為盲検法で片眼に2%塩酸カルテオロールを,他眼に基
剤を 30 μlずつを対照実験と同様の日程で点眼 し,対照

実験と同様の眼循環動態パラメータを測定し,各項目間
の結果を分散分析 (analysis of variance,ANOVA)で 検
討した。

結 果 :血流速度測定では,カルテオロール点眼側に
おいて点眼実験時は対照実験時と比較し,眼動脈血流速
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約

度の最高血流速度 (p=0.012)と最低血流速度 (p=0.019)
に有意な増加があった。乳頭周囲網膜組織血流量測定で

は,カルテオロール点眼側において点眼実験時は対照実

験時と比較し,乳頭耳側網膜上方,中央,下方のすべての

測定領域において血流量の有意な増加があった。眼圧,眼

潅流圧は,両眼ともに点眼実験時は対照実験時と比較 し

有意な低下があった。

結 論 :塩酸カルテオロール点眼により,正常人眼に
おいて眼富内微小血管および乳頭周囲網膜組織血流増加

作用があることが推定された。(日 眼会誌 104:226-231,
2000)
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Abstract
Purpose: The effect of topical 2% calteolol hy-

drochloride on the ocular blood flow dynamics in
normal human eyes was studied.

Materials and. Methods: Ten healthy volunteers
were studied using color Doppler imaging and scan-
ning laser Doppler flowmetry. In the first experi
ments, one eye received 30 pl of 2o/o carteolol hydro-
chloride twice daily for 7 days and the fellow eye a
placebo in a randomized masked manner. The blood
flow velocity of the central retinal artery, thc oph-
thalmic artery, and the short posterior ciliary ar-
tery, the blood flow volume of the peripapillary ret-
ina (PPR), intraocular pressure (IOP), ocular perfu-
sion pressure (OPP) and pulse rate (PR) were meas-

ured before treatment, 2 hours after the initial in-
stillation, and after the last instillation on the 7 th
day. In the control experiments,30 pl of placebo was
instillated in both eyes, and the above parameters
were measured according to the same time schedule
a.s in the first experiments.

Results: In the carteolol-treated eyes, the systolic
maximum (p=0. 0fZ) antl diastolic minimum (p=
0. 019) blood flow velocities of the ophthalmic ar-
tery, and the blood flow volume of the superior (p=
0.003), central (p:0.001) and inferior (p=0.000) PPR
showed significant increases in the first experments
compared with the control experiments. IOP and
OPP in both eyes showed siginificant reduction in
the first experiments compared with the control
study.

Conclusion : The.se results indicated that topical
carteolol hydrochroride increases the blood flow of
the intraorbital microcirculation and PPR. (J Jpn
Ophthalmol Soc 104 :226-231,2000)

Key words: Carteolol hydrochroride, Ocular blood
flow dynamics, Color Doppler imaging,
Scanning laser Doppler flowmetry, No-
rmal human eye
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平成 12年 4月 10日

I緒  言

緑内障性視神経障害の病態には,眼圧上昇による機械

的圧迫と乳頭内末梢循環障害の両者の関与
1)が
考えられ

ていることから,薬剤の選択には,眼圧下降作用とともに

眼循環動態への作用が重要視されている.緑内障治療に

汎用されている非選択性 β遮断薬点眼はβ遮断作用に

より血管収縮を生ずる可能性
2)3)があるが,塩酸カルテオ

ロールは非選択的β遮断作用とともに内因性交感神経

刺激作用 (intrinsic sympathomimetiC aCuvity,ISA)1)～
6),

血管内皮依存性の血管弛緩作用
7),ぉ ょび ca2+拮抗薬様

の血管拡張作用
8)を併せ持つことが報告されている。既

に,山崎ら
9)は BFAシ ステム(東洋メデイカル)を用いて

2%塩酸カルテオロール点眼後に人眼脈流量が有意に増

加すること,ま た Tamakiら
10)H)は レーザースペックル

末梢循環解析機を用い,2%塩酸カルテオロール点眼が

家兎および人眼の視神経乳頭末梢血流を増加することを

報告している。しかしながら,塩酸カルテオロール点眼の

人眼球後の眼嵩内微小循環系への影響については未だ報

告はなく,ま た,網膜血流への影響についてはレーザー

ドップラ法を用いた 1%塩酸カルテオロール単回点眼は

網膜血流に変化がないとされる
12)が
,連続点眼の影響に

ついてはこれまで報告がない。

既に,我々は緑内障領域における限循環動態の変化に

ついて超音波カラードツプラ法を用い,緑内障眼では正

常眼と比較し,球後の眼宙内微小循環系の有意な血流速

度低下と末梢血管抵抗の上昇を報告
13)～ 15)し た。さらに,

走査型レーザードップラフローメータを用い,緑内障性

視神経障害の進行に伴い網膜組織血流量も減少すること

を報告
16)した。

そこで今回,2%塩酸カルテオロールの 1週 間連続点

眼による人眼球後の眼寓内微小循環系の血行動態,お よ

び視神経乳頭周囲網膜組織血流の影響について検討を

行った。

II実 験 方 法

1.対  象
全身的疾患および軽度近視以外の眼科的疾患を有さ

ず,喫煙歴のない健常者 10名 [男性 6名 ,女性 4名 ,年齢

34± 8(平均値±標準偏差)歳 ,24～ 47歳]を 対象とした.

実験前日から実験終了まで,カ フェインおよびアルコー

ル含有飲料の摂取と過度の運動は禁止した。すべての測

定対象者から同意を得てから測定を実施した。

2.方  法
実験第 1日 の午前 10時に両眼の眼圧,上腕動脈血圧お

よび脈拍を測定後,両眼について超音波カラードップラ

法による球後の眼富内微小血管血流速度測定,Heidel―

berg Redna ROwmeter(Heidelberg Engineering GmBH,

Heideiberg,ド イツ ;HRF)に よる視神経乳頭周囲組織
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血流量測定を行った。その直後に無作為盲検法により片

眼に2%塩酸カルテオロール(2%ミ ケランC点眼薬,大塚

製薬)30 μl,他眼に基剤 30 μlを 点限した。点眼 2時 間後

に点眼前と同様の測定を行った。第 1日 の測定終了以後,

1日 2回 (午前 10時および午後 8時)片 眼に2%塩酸カ

ルテオロール,他眼に基剤を7日 間点眼し,点眼開始 7日

後の午前 12時に再度点眼前と同様の測定を行った。

その後,2か月間の wash― out期 間をおき,対照実験と

して基剤を用いた実験を行った。2%塩酸カルテオロー

ル点眼実験と同様に,実験第 1日 の午前 10時に両眼の眼

圧,上腕動脈血圧および脈拍を測定後,両眼について超音

波カラードップラ法による球後の眼宙内微小血管血流速

度測定,HRFに よる視神経乳頭周囲組織血流量測定を

行った。その直後に両眼に基剤 30 μlを点眼した。点眼 2

時間後に点眼前と同様の測定を行った。第 1日 の測定終

了以後,1日 2回 (午前 10時および午後 8時 )両眼に基剤

を7日 間点眼した。点眼開始 7日 後の午前 12時に再度点

眼前と同様の測定を行い対照実験を終了した。

1)球後の眼嵩内微小血管血流速度測定

超音波カラードップラ型血流イメージング装置 (SSA―

380A,東芝)に 7.5 MHzセ クター型小児心臓用プローブ

(PVF-70 FT,東 芝)を接続し,球後の眼嵩内微小血管の

血流速度測定を行った。測定は既報
13)～ 15)に
準じて被検者

を仰臥位安静 に保 ち,閉 瞼 した状態でゲル として

hydrOxyethylcelurOse(ス コピゾール・ ,千寿)を塗布し,

上眼瞼に超音波プローブを接触させ,眼宙深部外側から

視神経と交差し,眼富前方内側へ向かう眼動脈,視神経内

中央を走行し視神経乳頭へ向かう網膜中心動脈,視神経

に並行し視神経乳頭近傍へ向かう短後毛様動脈の外側

枝,内側枝を同定し,超音波断層像からドップラビームと

各血管との成す角度 oを求め,ド ップラの法則に基づき,

角度補正を行った上で血流速度波形を解析した。計測は,

Bモー ド断層像から,視神経乳頭上縁から15 mm内側

で,かつ,眼宙内壁鼻側を走行する眼動脈の一点,視神経

乳頭上縁から5mm内側の網膜中心動脈,短後毛様動脈
の外側枝と内側枝の各一点において,収縮期最高血流速

度(Vmax),拡張期最低血流速度(Vmin),お よび末梢血

管抵抗指数 (resistivity index,RI)を測定した.RIは RI=

(vmax― Vmin)/Vmaxの 式
r'か ら算出した。なお,点眼

前,点眼 2時間後,および7日 間連続点眼後の血流速度測

定は,Bモ ード断層像に描写させる血管像に基づき,各対

象眼ごとに同一点において測定を行った。

2)視神経乳頭周囲網膜組織血流量測定

HRFを用い,既報“
)に準じて比較暗室で約 2m遠方の

指標を固視させ,普通瞳孔下で施行した.画像入力は網膜

表層に焦点を合わせ,視神経乳頭辺縁を含めて乳頭周囲

耳側網膜を 1眼 3～ 4回 の画像入力を行った。画像入力

後,視神経乳頭辺縁から約 100 μmの距離の耳側網膜上

方,中央,下方の 3点について 10× 10 pixelの 正方形領域
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設定 (約 100× loo μm)で ,血 流 速 度 (Velocity),血 流量

(Volume)を 3回ずつ同一検者が測定した。測定結果は

MichelsOnら 鞠の報告に基づき,画像の反射の指標であ

る DC値が 80～ 150ま での結果を採用した.な お,点眼
前,点眼 2時間後,お よび7日 間連続点眼後の網膜組織血

流量測定は,獲得された反射眼底画像に基づき,各対象眼

ごとに同一領域において測定を行った。

3)眼圧,上腕動脈血圧および脈拍測定
眼圧測定は,0。 4%塩酸オキシブプロカィン(ベ ノキ
シール①,参天製薬)の点眼およびフルオレセイン紙 (フ

ローレス試験紙,昭和薬品化工)の 塗布後,applanatiOn

tOnOmeter(Haag― streit,Bern,ス イス)に より行った.上

腕動脈血圧および脈拍測定は,自動血圧計(HEM-722C,
オムロン)に より行った。ここで,収縮期血圧をBPs,拡張

期血圧をBPdと すると,平均血圧 (BPm)は次式により

算出した.

BPm=BPd+1/3(BPs― BPd)
さらに,眼潅流圧 (OPP)は BPmお よび眼圧(IOP)か
ら,次式のごとく定義した.

OPP=2/3 BPm― IOP

なお,統計処理はすべて二元配置分散分析 (Two― way
analysis ANOVA)を 用い,有意水準が 5%未満のものを
統計学的に有意とした。

III 結  果

1.球後の眼富内微小血管血流速度

カルテオロール点眼側では,カ ルテオロール点眼実験

時には対照実験時と比較 し,眼動脈血流速度の Vmax(p
=0.012)と Vmin(p=0.019)に 有意な増加があ り,経 時
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的にも対照実験時と比較 して,点眼 2時 間後 Vmax(p=
0.014),Vmin(p=0.030)と 連続点眼 7日 間後 Vmax(p=
0.000),Vmin(p=0.019)に 有意差があった (表 1)。 一方 ,

基剤点眼側では,カ ルテオロール点眼実験時と対照実験

時において有意差はなかった (表 2).

2.視神経乳頭周囲網膜組織血流測定
カルテオロール点眼側では,カ ルテオロール点眼実験

時には対照実験時と比較し,乳頭耳側網膜の上方,中央 ,

下方のすべての領域で Velocity(上 方 :p=0.014,中央 :

p=0。 005,下 方 :p=0.Ooo)と v01ume(上 方 :p=0.003,

中央 :p=0.001,下方 :p=0.000)の 有意な増加があり,

経時的にも対照実験時と比較し,点眼 2時間後の耳側網
膜下方の Ve10city(p=o.007)と Volume(p=0.022),連続

点眼 7日 間後では耳側網膜の上方の Ve10city(p=o.002)

と下方の Velocity(p=o.ool),ま た,耳側網膜下方の Ve10‐

City(p=0.001)と Volume(p=0.002)に 有意差があった

(表 3).

一方,基剤点眼側では,カ ルテオロール点眼実験時と対

照実験時において有意差はなかった (表 4)。

3.眼圧,眼潅流圧,心拍数

眼圧はカルテオロール点眼側では,カ ルテオロール点

眼実験時には対照実験時と比較し有意な眼圧下降(p=

0.000)があり,経時的にも対照実験時と比較 し,点眼 2時

間後 (p=0.002)と 連続点眼 7日 間後 (p=0.026)に 有意

差があった。基剤点眼側においても,カ ルテオロール点眼

実験 時 と対照実験 時 と比較 し有意 な眼圧 下降 (p=

0.000)が あり,経時的にも対照実験時と比較 し点眼 2時

間後に有意差 (p=0.002)が あった。

眼潅流圧はカルテオロール点眼側,基剤点眼側ともに

表 1 2%塩 酸カルテオロール点眼側の眼宙内微小血管血流速度の変動

対照実験                カルテオロール点眼実験

点眼前    2時 潤後   7日 間後    点眼前    2時 間後   7日 間後
ANOVA
P―value

網膜中心動脈

Vmax(cm/s)

Vmin(cm/s)

RI

眼動脈

Vmax(cm/s)

Vmin(cm/s)

RI

短後毛様動脈外側枝

Vmax(cm/s)

Vmin(cm/s)

Ш

短後毛様動脈内側枝

Vmax(cm/s)

Vmin(cm/s)

RI

7.7± 2.5

1.6± 0.9

0.80± 0.08

21.5± 5.5

3.9± 1.6

0.82± 0.06

8.8± 2.4

2.2± 0.8

0,75± 0.08

7.9± 1.9

2.1± 0.9

0.72■ 0.12

7.6± 2.5

1.8± 0.9

0.78± 0.10

20.7■ 4.2

3.8± 1.3

0.82± 0.04

7.8■ 3.1

1.6± 0.9

0.81± 0.10

20.7± 4.4

3.9± 1.2

0.80± 0.08

8.4± 1.8

2.4± 0.6

0.72± 0.06

7.3± 1.8

1.4± 0.9

0.81± 0.10

20.4± 5.7

3.6± 1.3

0.78■ 0.18

8.2± 1.5

1.9± 0.8

0.76± 0.11

7.5± 2.3

1.8± 0.9

0.75± 0.07

25.6± 5.4*

5.1± 1.8*

0.80± 0.05

8.0± 2.2

2.1± 0.7

0.73± 0.06

7.7± 1.4

1.9± 0.8

0.76± 0.08

27.4± 3.9**

5.4± 2.0*

0.80± 0.07

8.8■ 1.9

2.2± 0.9

0.75± 0.08

7.0± 1.3

1,7± 0.3

0.74± 0.07

0.715

0.545

0.178

0.012

0.019

0.768

7.5■ 2.0

2.2± 0.7

0.70± 0.07

0.228

0.889

0.866

7.3± 1.2

2.0± 0.9

0.72± 0.12

7.5± 1.6

2.0± 0。 9

0.73± 0.11

7.4± 1.1

1.7± 0.6

0.74± 0.07

0.261

0.896

0.972

7.7± 1.4

1.9■ 0.7

0.75± 0.09

平均値士標準偏差  n=10
ANOVA:analysis Of variance,vmax:収 縮期最高血流速度,Vmin:収縮期最低血流速度,RI:末梢血管抵抗指数

カルテオロール点眼実験の値と対照実験の値の差 *:P<0.05, ‐ :P<0.01(paired t‐ test)
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表 2 基剤点眼側の眼富内微小血管血流速度の変動
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対照実験 カルテオロール点限実験 ANOVA
P―value

′11(眼 前 2時間後    7日 間後 点眼前 2時間後    7日 間後

網膜中心動脈

Vmax(cm/s)
Vmin(cm/s)

RI

眼動脈

Vmax(cm/s)

Vmin(cm/s)
RI

短後毛様動脈外側枝

Vmax(cm/s)

Vmin(cm/s)
RI

短後毛様動脈内側枝

Vmax(cm/s)

Vmin(cm/s)

RI

7.4± 1.8

1.7± 0.4

0.76± 0.06

22.5± 7.8

4.2± 2.1

0.82± 0.07

7.7± 2.1

1.4± 0.8

0.82± 0.11

7.4± 2.6

1.6± 0.6

0.75± 0.10

24.7± 11.0

5.1± 3.0

0.79± 0.11

7.5=2.5

1.4± 0.7

0.81± 0.09

8.0■ 2.0

1.9± 1.1

0.74± 0.15

7.2± 2.4

1.6± 0.4

0.76± 0.07

7.0± 1.8

1.6± 0.4

0.76± 0.06

24.0± 5.4

4.0± 1.8

0.83± 0.07

7.8± 2.9

1.1± 0.7

0.86± 0.08

7.1± 1.8

1.4± 0.8

0.79± 0.13

6.8± 1.1

1.4± 0.4

0.80± 0.04

26.1± 6.1

5.0± 1.4

0.81± 0.04

8.1± 2.6

2.1± 1.1

0.75± 0.08

8.0± 2.0

1.7± 0.8

0.78± 0.09

5.8± 0.6

1.6± 0.6

0。 73± 0.08

28.3± 7.1

5.5± 1.8

0.80± 0.06

8.3± 2.8

1.5± 0.8

0.81± 0.07

7.8± 2.4

1.6± 0.5

0.77± 0.08

0.481

0.727

0.174

0.436

0.247

0.325

24.1± 5.5

4.1± 2.0

0.83■ 0.07

7.6± 2.7

1.4± 0.7

0.82± 0.07

7.5± 2.3

1.5± 1.0

0.78± 0.14

0.822

0.155

0.239

7.4± 2.0

1.9± 0.8

0.74± 0.11

0.889

0.439

0.640

表 3 2%塩酸カルテオロール点眼側の乳頭周囲網膜組織血流量の変動

刈照実験 カルテオロール点眼実験 ANOVA
P―value

点眼前 2時間後 7日 間後 ′|lit日長自i 2時間後 7日 間後

耳側網膜上方

Velocity

Voluine

耳側網膜中央

Velocity

Voltllne

耳側網膜下方

Velocity

Volurne

0.86± 0.27

15.00± 2.46

1.04± 0.4

17.42± 6.34

0.87± 0.26

15.70± 3.43

0.88± 0.26

15.38± 2.07

1.01± 0.31

16.84± 4.51

0.82± 0.24

14.84± 2.95

0.85± 0.26

15.03± 2.00

1.01■ 0.31

16.92± 4.78

0.79± 0.22

14.91± 2.83

0.86■ 0.24

15.13± 2.02

0.97± 0.30

16.94± 5.28

0.84± 0.21

15.15± 2.92

1.01± 0.25

16.78± 2.64

1.15± 0.41

19.21± 6.61

1.01± 0.21*

16.59± 2.69*

1.14± 0.32*

18.86± 2.63*

1.18± 0.43

20.52:± 6.90

1.17± 0.28*

20.18± 4.55*

0.014

0.003

0.005

0.001

0.000

0.000

(arbitrary unit)

Ve10city:血流速度,V。lumei血流量

カルテオロール点眼実験の値と対照実験の値の差 *:P<0.01(paired t― test)

表 4 基剤点眼側の乳頭周囲網膜組織血流量の変動

対照実験 カルテオロール点眼実験 ANOVA
P―valuc

′点11艮 1苅 2時間後 7日 間後 点眼前 2時間後 7日 間後

耳側網膜上方

Velocity

Volume

耳側網膜中央

Velocity

Volume

耳側網膜下方

Ve10city

Volurne

1.05± 0.57

16.40± 5.78

1.08± 0.45

17.45± 4.36

1.06± 0.68

15。 76± 5.19

1.02± 0.53

16.05± 5.63

1.11± 0.53

17.38± 4.11

0.97■ 0.62

15.92± 5.03

1.04± 0.53

16.39± 5.48

0.99± 0.40

16.12± 2.98

1.00± 0.64

15.93± 5.07

0.92± 0.37

15.04± 3.07

1.05± 0.50

16.12± 3.79

1.02± 0.59

16.34± 4.74

1.10± 0.53

16.63± 5.04

1.02± 0.60

17.34± 4.87

1.23± 0.60

18.47± 4.74

1.09± 0.42

17.75± 5.36

1.02± 0.45

15.64± 2.92

1.13± 0.52

17.64± 5.82

0.168

0.070

0.637

0.464

0.068

0.166

カルテオロール点眼実験時には対照実験時と比較し,有

意な下降 (カ ルテオロール点眼側 :p=0.031,基 剤点眼

側 :p=0.003)があった。

心拍数には有意な変化はなかった(表 5).

IV考  按

塩酸カルテオロールは非選択的β遮断作用による眼

圧下降作用とともに,それ以外の作用として,ISA4),血管
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表 5 血圧,脈拍,眼圧,眼潅流圧の変動

′|,Httit 2時間後 7 LI間 後

カルテオロール点眼実験

点眼前    2時 間後    7日 間後

対照実験 ANOVA
P‐v」 ue

脈拍 (拍 /分 )

IOPc(mmHg)
IOPp(mmHg)
OPPc(mmHg)
OPPp(mmHg)

73± 14

12.4± 2.5

12.7± 2.8

48.3± 7.7

48.3± 7.7

73± 14

12.5± 2.7

12.5± 2.7

48.3± 7.3

48.3± 7.3

67± 8

9.4± 1.4**

9.4± 1.7**

44.9± 5.9

44.6± 5。 9*

0.218

0.000

0.016

0.031

0.003

73■ 12

12.4± 2.4

12.5± 2.5

48.2± 8.0

48.7=7.7

71± 15

12.2± 2.4

12.7± 2.3

48.3± 7.7

49.0± 8.6

67± 7

10.7± 1.4*

11.1± 2.1

43.9± 7.2

43.5± 7.4**

IOPc:2%塩酸カルテオロール点口Jt側の眼圧,IOPp:基剤点眼側の眼圧 ,
OPPc:2%塩酸カルテオロール点眼側の眼潅流圧,OPPp:基剤点眼側の眼潅流圧

カルテオロール点眼実験の値と対照実験の値の差 *:P<0.05, **:P<0.01(paired t‐ test)

内皮依存性の血管弛緩作用
7),ぉ ょび ca2+措抗薬様の血

管拡張作用
8)を
示すことが報告されているが,逆にβ遮

断作用では血管が収縮する可能性
2)3)が
あり,れ υιι

“
に

よる基礎実験では
22)塩
酸カルテオロール投与で家兎の毛

様動脈は収縮するとの報告もある。しかしながら,今回の

2%塩酸カルテオロール点眼実験では,対照実験 と比較
しカルテオロール点眼側において,点眼後に超音波カ

ラードップラ法により眼動脈血流速度の上昇とHRFに
より視神経乳頭周囲網膜組織血流量の増加があった。こ

の結果は,明 らかに点眼局所にβ遮断作用以外の作用が

働いたことが推定される。

超音波カラー ドップラ法においては,血流速度の測定

部位より末梢の血管抵抗が低下すると,その部位で得ら

れた最低血流速度は上昇し,末梢血管抵抗指数は低下す

ることが明らかにされている
19)20)。
また,HRFに よる測

定ではカルテオロール点眼側で視神経乳頭周囲網膜組織

血流量の増加を示した結果は,超音波カラー ドップラ法

による測定結果と連動していることが推定され,カ ルテ

オロール点眼局所における眼内外の血行動態の変化はβ

遮断作用以外の血管弛緩作用と考えられる。

玉置ら
23)の レーザースペックル法を用いた検討結果で

は,視神経乳頭末梢循環の指標である視神経乳頭 nor―

malized blur(NB)値 が,処置眼,非処置眼ともに有意に

増加している.こ れに対し,今回の実験ではカルテオロー

ル点眼側のみに眼循環動態の変化がみられ,基剤点眼側

には有意な変化はなかった。さらに,山崎ら')の BFAシ
ステムを用いた報告では,処置眼のみに 1分当たりの脈

流量の有意な増加があり,非処置眼では有意な変動はな

い.こ のようにさまざまな結果が報告されている理由と

して,検討に用いられたβ遮断薬の違いや点眼期間の設

定の差の他に,眼循環動態の測定方法の違いや測定結果

の再現性の問題などが考えられ,今後の課題である.
人回の 2%塩酸カルテオロール点眼実験では,カ ルテ
オロール点眼側のみならず基剤点眼側にも対照実験 とを

比較し,点眼後に有意な眼圧下降作用がみられた結果は,

塩酸カルテオロールの全身吸収による非選択的β遮断

作用の効果と考えられる。

眼内組織血行動態において,眼内血流量には,眼潅流圧

の変化に対し眼内血流量を一定に維持しようとする自動

調節機構が存在し,眼内血流量は眼潅流圧/血管抵抗に比

例することが知られている.l)。 今回の実験において,カ ル

テオロール点眼側および基剤点眼側では,点眼実験時に

は対照実験時と比較し眼潅流圧が有意に低下したにも拘

らず,カ ルテオロール点眼側のみにおいて,乳頭周囲網膜

組織血流量が有意に増加した結果は,眼内血流量に対す

る自動調節機構の作用とは異なり,眼潅流圧低下に影響

されず点眼側局所におけるβ遮断作用以外の血管拡張

作用により血管抵抗が低下したことが推論される。一方,

基剤点眼側においては,点眼実験時に有意な眼潅流圧の

低下を示したにも拘 らず,乳頭周囲網膜組織血流量に変

化がなかった結果は,自動調節機構が優位に作用したも

のと推論される。

本実験において2%塩酸カルテオロールは,局所およ
び全身吸収による非選択的β遮断作用によって両眼の

眼圧下降作用を示し,点眼側においては塩酸カルテオ

ロールが併せ持つ非選択的β遮断作用以外の特異的末

梢血流増加作用を示すことが明らかとなった。

稿を終えるに当たり,ご校閲頂いた日本大学医学部眼科学

教室 澤 充教授に深謝いたします。
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